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研究成果の概要 

本研究は、脳と表現空間との新しいインタラクション技術である rBCI の開発を目的とする。まず、

貴島 Gr, 菅野 Gr, 田村 Grが共同して、国内最大規模となる多施設共同での皮質脳波計測体制

を構築した。これにより、通常は症例が限られる視覚関連皮質脳波のビッグデータを得た。 

西本 Gr はヒトが日常生活において経験する多様な認知・情動・知覚内容についての表現空間を

定量化する方法を開発し、その脳内表現を明らかにした。実際、大規模 fMRI データを用いて、意

味・情動・認知タスクなどの多様な知覚・認知情報表現を司る脳内表現空間の定量と可視化につ

いて、詳細な解析を追加し論文で報告した 1)。さらに、西本 Gr はヒト脳活動と画像生成 AI モデル

Stable Diffusion における潜在表現間の関係性を明らかにすることで、個人の脳活動からの知覚内

容の映像化や AI 潜在表現の脳活動を介した解釈を行った 2)。この成果は論文の社会的注目度を

示す Altmetric Attention Score 2090（歴代論文約 2300 万本の Top 0.02%以内）、Science 誌や

Newsweek誌を含む世界各国 80以上のメディアで報道されるなどの評価と反響を得た。 

栁澤 Gr は、西本 Gr が開発した表現空間を用いて、皮質脳波から視覚認知内容を推定し、これ

を closed-loop で適用し、被験者が想起した画像を画面に提示する rBCI を開発した 3)。これらは

世界初の想起画像操作技術であり意思伝達や Web 検索に応用される。また、栁澤 Gr では脳磁

図を用いた rBCI により皮質可塑性を誘導し、幻肢を意識せずに幻肢痛を制御する方法を開発し

た 4)。また、神谷 Gr は fMRI 信号から知覚・想起画像を再構成する技術を開発し、その神経メカニ

ズムを探索した 5)。 
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